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四分野　三子
社会復帰のためのトレーニングを1年実施した後、1ヶ月間一般企業での実習を体験した際に気づいた自分の強みを以下に記します。
■報告連絡相談力：ミスは認めて謝罪し、上司の力を借りることができます
実習中に任された入力業務に慣れたころ、いつものように業務を進めているうちに、フォームをずれて打ち込んでいることに気づきました。取り返しのつかないミスを犯したと考えてしまい、強い不安と、黙っていたい気持ちがこみ上げましたが、トレーニングで聞いていた「ミスをしたときこそコミュニケーション」という言葉を思い出し、上司に素直に報告し謝罪しました。上司はPCに詳しい社員を紹介してくれ、その方と一緒に状況を確認し、データを一度CSVで取り出し、ずれを修正した上でインポートして、あっという間に正しい状況を作ることができました。
【学んだこと】
すべてのミスがこのようにすぐに取り戻せないので、まずはミスをしないように丁寧に取り組むこと、そして、それでもミスをした場合は上司や仲間の力を借りることの大切さを学びました。
■自主性：指示されたこと以上に貢献することを心がけています
常に自分にできることを自発的に意識して業務にあたります。実習では毎日大量のシュレッダー業務があり、ホッチキスやテープ除去の前工程と、シュレッダー操作の後工程とがペアになり実施していました。前工程を担当した際に、後工程が作業しやすいように用紙をサイズ別に分類したり、大きなA3サイズは二つ折りにしたりと工夫することで、業務効率を高めました。また作業後はペアの方も誘い、一緒に周りの掃除をする習慣も作りました。
【学んだこと】
業務では常にできることを考える癖ができました。上司からも「自分にできることで最大の貢献をしようという姿勢はまさに当社社員のありたい姿そのものでした」という嬉しい言葉をいただきました。
■配慮相談力：業務中、状態が悪いときは報告・相談し、いち早く回復を目指せます
精神疾患がある私の状態は、周囲の方には気づきにくいところがあります。そこで自分で状態をチェックし、簡潔に報告するスキルを身に付けています。実習中のある朝、意欲低下や億劫感などがあったため、その事実を上司に報告し、併せて午前中はいつもよりペースを落として仕事をしてよいか相談し、許可を得ました。ペースを落として仕事をしていると、徐々に状態が改善し、午後には良好状態に回復したため、再度上司と相談し、普段通りのペースに戻しました。
【学んだこと】
状態が悪いときは、一時的な無理をし過ぎず、上司と相談しながら回復することを目指すことが、安定して就業するために大切だと実感しました。「早めに報告・相談してくれるから安心して見守れる」と上司やチームメンバーから評価もいただきました。
これらの力を発揮して、御社の業務に貢献できると考えています。
何とぞよろしくお願い申し上げます。
